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１．計測機器はどこにある︖
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浄⽔場・下⽔処理場 ………… ⽔質管理
発電所 ………………………… ボイラー⽔の⽔質管理
各種工場 ……………………… 生産・品質管理や排⽔処理
家庭 …………………………… ⽔道⽔の⽔質監視
医療関連施設 ………………… 人工透析原液の安定供給
自治体（河川・海・大気）…… ⽔質汚染や大気汚染の監視

当社の計測機器は、生活や社会の中でたくさん使われています

食品・化学等
の各種工場

大気

医療関連施設
浄⽔場

下⽔処理場

家庭 河川・海

発電所



２．私たちの生活と計測機器
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各種工場

水道水用水質
自動測定装置

全窒素・全りん/
COD自動
測定器

インフラ

海・河川

（停電時72時間対応）

ラボ用
水質計

公園など家庭の
近くに設置され
７項目連続測定

食品・飲料工場で
pHなどを測定して
品質や味を管理

下⽔処理場や工場で
排⽔を常時監視

油膜
検知器

PM2.5
測定装置

大気観測局でPM2.5など
大気汚染物質を測定

大気

水道水はいつも
安全安心

安心して魚を
食べられるね！
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３．当社の計測機器事業①
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水質汚染の監視
（排水モニタリング） 大気汚染の監視

当社の事業と関係性
の深いSDGs 安全で美味しい

水道水の監視

水 大気

全窒素
全りん計

ラボ用
水質計

ポータブル用
水質計

ガス医療
環境・プロセス分析機器 産業用ガス

検知警報器

科学分析機器

透析用薬剤溶解装置

医療関連機器

油膜検知器

水道水用水質
自動測定装置

pH計 電気伝導率計

PM2.5
測定装置

大気SO2
SPM測定
装置

国内シェア
NO.1

エンドトキシン計

ケミルミ
アルシン計

「⽔・大気・医療・ガス」分野の計測機器



6

３．当社の計測機器事業②

構成比に大きな変化はなく、安定した売上推移
分野別売上高構成推移 （単位︓百万円）

特需

アフター
ビジネス
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2000年
東亜電波工業と電気化学計器が合併し
東亜ディーケーケー 誕生

４．合併後20年の歩み①
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●1970年
日本初
「大気中オキシ
ダント計」

●1979年
臨床検査機器
（医療分野に

参⼊）

●1954年
卓上型pH計 HM-5(A)が
2014年「分析機器・
科学機器遺産」に認定

東亜電波工業 電気化学計器
(DKK)

2005年 米国ハック・カンパニー
（HACH）と業務・資本

提携

2013年 東証第一部上場

2024年 創⽴80周年

●1970年
日本初
「河川水質
監視装置」
（淀川と多摩川に設置）



４．合併後20年の歩み②
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2000年
東亜電波
工業と電
気化学計
器が合併

2005年
ハック社
と提携

2010年
開発研究
センター
完成

2017年
医療関連
機器生産
棟完成

2013年
東証一部
に上場

2002年
第5次水質総量規制
にいち早く対応した
「全窒素・全りん／
COD自動測定装置」

2008年
端末監視で国内トッ
プの座を確⽴した
「水道水用水質自動
測定装置」

2009年
PM2.5の環境基準が
制定され、国内トッ
プシェアを獲得した
「微⼩粒⼦状物質
自動測定装置」

2018年
メタウォーター社
より水道用水質計
事業を譲受

会社

事業



５．拠点・グループ企業（国内）
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医療関連機器生産棟

岩手東亜DKK㈱
（生産⼦会社）

東京エンジニアリングセンター
（東京都東大和市）

山形東亜DKK㈱
（生産⼦会社）

狭山テクニカルセンター（埼玉県狭山市）

本社
（東京都新宿区高田馬場）

札幌

仙台

市原

開発研究センター

名古屋大阪
高松

広島
北九州

⻑崎

営業拠点︓1０か所
代理店・特約店︓7８社（拠点︓200か所）
連結グループ会社︓4社

バイオニクス機器㈱
東亜DKKサービス㈱

本社
営業拠点
事業所
連結⼦会社

東京

全国でキメの細かい販売とサービス



６．市場シェア①電気計測機器市場の動向

（出所）一般社団法人 日本電気計測器工業会
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（単位:億円）

※2021年度以降は⾒通し

2,138 2,119 1,955 2,006 1,985 2,025 1,815 1,830 1,907 1,965 2,010 2,034 

5,353 5,740 5,696 6,004 6,473 5,845 5,937 6,016 6,021 6,031 6,132 6,245 

7,491 
7,859 7,651 

8,011 
8,458 

7,870 7,751 7,847 7,928 7,995 8,142 8,279 

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

電気計測器の需要⾒通し
海外拠点売上
国内＋輸出

年度

「産業のマザーツール｣として堅調に成⻑

10
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６．市場シェア②⽔・大気分野

ＰＭ2.5
測定装置

環境省や自治体の
大気汚染測定局

pH計やPM2.5測定装置で国内トップシェア

浄水場

シェアの高い市場

⽔ 大気

下水処理場、清掃工場、
各種工場

・ＰＨ計
・濁度計
・残留塩素計
・電気伝導率計

など

データ元︓環境省の大気汚染物質広域監視
システム「そらまめ君」

上⽔処理 下⽔・排⽔処理／
環境⽔質監視

環境大気監視

11
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６．市場シェア③医療関連分野
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透析用粉末用剤溶解装置
（A剤・B剤溶解装置）

人工透析治療施設
（透析システムメーカー）

透析装置システムで国内7割以上のシェア

最大70床までの供給が可能

原水

RO装置
透析液

供給装置

シェアの高い市場

粉末剤を一定濃度に溶解し、
透析原液を安定供給



開発・製造・販売
からアフターサー
ビス（保守・修理）
までの一貫体制

公的機関はじめ、
幅広い業種の企業
とお取引き

pH計、電気伝導率
計などの創⽴以来
蓄積された技術
●⻑年培ったセンサーの

コア技術
●部材・部品の最適な

組み合わせ
●幅広い用途に対応
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７．当社の強み
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３つの強み

販売 保守

開発製造

●官公庁
浄水場、下水・し尿処理場、
清掃工場、全国の大気測定局

●⺠間企業のあらゆる
工場がお客さま
発電所、半導体工場、
石油・化学工場、製鉄工場、
製紙工場、⾷品・飲料工場、
自動⾞工場、家電工場など
のほか、プラント（装置）
メーカーや重電メーカー

熟練工による微細ガラス加工
（岩手東亜DKK)
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８．業績が安定している理由

保守・
修理
15.1％

部品・
その他
16.3％

装置・
機器販売
52.2％

電極・
標準液
14.8％

電極pH標準液

機器販売とアフタービジネスの両輪で
安定した業績を堅持

水道、電⼒などインフラ施設に
設置されており、部品交換・保守
はコロナ禍でも⾏われた

14

2021年度実績

特需

ア
フ
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス



９．成⻑に向けて①海外市場-1
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代理店所在地

中東
海⽔淡⽔化プラ
ントや発電所の
⽔質管理

中国
環境規制強化

に伴う工場排⽔
モニタリング

台湾
半導体工場
の⽔処理

海外代理店は17か国31社

インド
大気測定局での
大気汚染の監視

世界的な環境保全強化に伴い
40か国に販売（2021年度実績） 韓国

⽔道⽔の
⽔質測定

韓国
⽔道⽔の
⽔質測定

台湾
半導体工場
の⽔処理

インド
大気測定局での
大気汚染の監視

環境規制強化
に伴う排⽔

モニタリング

東南アジア
環境規制強化
に伴う排⽔

モニタリング

東南アジア



９．成⻑に向けて①海外市場-2
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（単位:百万円）海外売上高の推移︓ベースは増加傾向
売上高
構成比
18.9％

特需

中国
特需 過去最高

過去最高

売上高
構成比
9.2％



９．成⻑に向けて②グリーン電⼒市場
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脱炭素化/グリーン電⼒
関連製品ラインナップ



９．成⻑に向けて③⽔道事業
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アフタービジネス拡大
全国の直系サービス会社に
よる定期点検や⻑期保守

保守・修理
15.1％

部品・
その他
16.3％

装置・
機器販売
52.2％

電極・
標準液
14.8％

広域化
⺠間委託化
省人化・効率化

水使用量の減少
設備の⽼朽化
職員の高齢化

故障原因の分析
軽微故障の復旧
アドバイス

IoTで遠隔監視、リモート
メンテナンスが可能な水質計

デジタル通信対応

サービス会社浄 ⽔ 場

水質計
（濁度、

残留塩素
など）

⼩規模の
水道事業体
の運営困難



９．成⻑に向けて④新たな計測ニーズ
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無限に広がる計測対象

環境の
法的規制

の強化

農業/
養殖/酪農

のIT化

国内労働
人口減少で
無人化・
省⼒化

アジアの
環境改善

対策

予防医療
の進化

世界の
⽔不足問題

計測技術は現代社会の生活・産業において欠かせないインフラで
社会環境の変化で市場は日々拡大しています

グリーン
エネルギー

の普及

アジアの
透析患者

増加



10．ESG経営
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EcoVadisで
ブロンズ評価
（外部からの評価）

当社製の次亜塩素酸
ナトリウム活性水を
寄付

環境配慮 働きやすい職場 社会貢献

エ コ バ デ ィ ス は 企 業 の ESG
関連取り組みの評価機関で、
環境、労働慣⾏と人権、倫理、
持続可能な資材調達の4分野に
ついて評価を⾏う

トピックス①

サステナビリティ
委員会を設置

基本方針の策定、組織横断的
な 取 り 組 み の 検 討 ・ 検 証 、
取締役会への進捗報告等

トピックス②

（2022年10月）

2022年度中にCO2排出
実質ゼロ化を目指す



11．中期経営計画① 2022年度〜2024年度
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（単位:百万円／％）

2021年度
実績

2024年度
計画

売上高 16,424 18,850
海外売上高比率 18.9％ 21.7％
営業利益 1,909 1,900

大型投資

研究開発投資

人的資本投資

DX推進

新生産棟建設

１．脱炭素への取り組み等を通じた環境保全、並びに医療関連事業
において社会貢献

２．高い満足度でお客さまから一番に選ばれる会社を実現
３．経営基盤の整備と収益⼒の強化を通じた企業価値の更なる向上

によりプライム市場に相応する企業

中計で目指すもの

経営指標



11．中期経営計画② 経営基盤強化
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マザー工場機能を備えた新生産棟を建築し
新製品の開発から量産化をスピードアップ

業務を一元化する新システムを構築し
徹底した効率化を推進

営業⼿配 生産 検査 出荷 アフター
サービス

部品発注

所 在 地 埼⽟県狭山市北⼊曽613
建屋概要 延床面積 約8,200㎡ 地上４階建て鉄骨造

主な設備 多用途生産ライン、新製品量産試作ライン、
試験設備、自動倉庫

着工／竣工 2022年３月／2024年2月予定
投 資 額 約27億円
環境対策 ネット・ゼロ・エネルギー・ビル（ZEB）

完成イメージ

DX推進プロ
ジェクト室
を新設



12．株価・株主還元
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¥6 
¥5 

¥6 
¥5 

¥6 
¥7 

¥8 
¥7 ¥7 

¥9 ¥9 
¥10 

¥11 ¥11 
¥12 ¥12 

¥13 
¥15 

¥16 
¥17 ¥17 ¥17 

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021年度

株価

一株当たり配当⾦
業績に応じ安定的な配当を継続

証券コード６８４８
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2022年度上期実績

25

■売上高︓部材調達の⻑納期化の影響を強く受け減収
（国内）官公需は例年並み、⺠需は堅調な設備投資により受注好調、

売上高は横ばい
（海外）主に中国・上海市ロックダウンによる現地生産一時停止で減収

、

■利 益︓減収・原価率上昇・販管費増加により減益
（単位:百万円）

2021年度
上期実績

2022年度
上期実績

前年同期⽐増減
⾦額 率

売 上 高 7,434 7,154 △280 △3.8％

営 業 利 益 640 360 △280 △43.8％
売上高⽐ 8.6％ 5.0％

経 常 利 益 673 372 △300 △44.7％
売上高⽐ 9.1％ 5.2％

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 465 311 △154   △33.2％

売上高⽐ 6.3％ 4.4％
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営業利益増減分析（前年同期比）
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（単位:百万円）（単位:百万円）

0

100

200

300

400

500

600

700

売上高減少
△101

2021年度
上期

営業利益
640 2022年度

上期
営業利益

360

販管費増加
△84

売上原価率
上昇
△94

粗利の減少
△195

経費の増加
△84

営業利益
減少

△280
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国別売上高推移
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（単位:百万円）

国内外の売上高 海外の国別売上高

上期上期上期上期 上期 上期上期上期

6,084 
5,671 5,600 5,599 

1,266 
1,284 1,705 1,433 

132 
129 

128 
121 

7,482 
7,085 

7,434 
7,154 

2019 2020 2021 2022

計測機器︓国内 計測機器︓海外 不動産賃貸

748 722 

989 
745 

111 113 

203 

183 
133 167 

233 

224 
211 220 

211 

189 59 60 

67 

90 1,266 1,284 

1,705 

1,433 

2019 2020 2021 2022

中国 韓国 台湾 その他アジア その他

Copyright(c) DKK-TOA CORPORATION
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分野別売上高構成推移

2022年度
上期売上高
71億円

環境・
プロセス
分析機器
31.1％

科学分析
機器 6.5％

医療関連
機器
6.2％

2.4％

電極・
標準液
17.7％

保守・
修理
15.7％

不動産賃貸事業
1.7％

産業用
ガス検知
警報器

業

事

器 機

測

計

アフタービジネス
52.2％

装置・機器販売
46.1％

部品・
その他
18.8％

計 測 機 器 事 業

（単位:百万円）

分析機器

上期上期 上期上期

2,633 2,462 2,628 
2,222 

566 
507 

502 
465 

435 
403 

436 
443 

149 
106 

172 

168 

1,147 
1,146 

1,185 
1,264 

1,099 
1,028 

1,071 
1,126 

1,319 
1,301 

1,307 
1,341 

132 
129 

128 
121 

7,482 
7,085 

7,434 
7,154 

2019 2020 2021 2022

不動産賃貸

部品・その他

保守・修理

電極・標準液

産業用ガス

医療関連機器

科学分析機器

環境・プロセス
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6,266 6,017 6,202

2,633 2,462 2,628 2,222

2019 2020 2021 2022

環境・プロセス分析機器売上高
通期 上期

[主要分野] 環境・プロセス分析機器

29

（単位:百万円）

- 国内︓官需やエネルギー関連が安定
受注に加え、半導体設備関連
の大型案件獲得で受注好調も
部材⼊手難により減収

- 海外︓中国・上海のロックダウンの
影響減収。台湾等で半導体関
連設備の受注は好調継続。

- 国内︓売上は前年同期に届かなかっ
たものの、受注は例年並み

- 海外︓インドがコロナ禍から回復し
増収

△15.4％■前年同期⽐
（2021年度上期 vs 2022年度上期）

⽔

大気

環境・プロセス分析機器売上高
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[主要分野] 科学分析機器・医療関連機器

30

（単位:百万円）

（単位:百万円）

- 大学や研究機関からの引き合いは
回復基調で受注は堅調も、
部材調達難により足元は
減収

△7.4％■前年同期⽐
（2021年度上期 vs 2022年度上期）

＋1.6％■前年同期⽐
（2021年度上期 vs 2022年度上期）

- 病院の新規・買い替え需要は好調
で受注は高水準も、部材調達難に
より微増収

☞ 透析システムメーカーの海外展開
を後押し

1,140 1,076 1,082

566 507 502 465

2019 2020 2021 2022

科学分析機器売上高
通期 上期

957
879

956

435 403 436 443

2019 2020 2021 2022

医療関連機器売上高
通期 上期

＜新製品＞
ポータブル多項目水質計
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7,408 7,492 7,589

3,566 3,476 3,564 3,732

2019 2020 2021 2022

保守・補用品売上高
通期 上期

[主要分野] アフタービジネス

31

■電極・標準液
＋6.6％前年同期⽐

（2021年度上期 vs 2022年度上期）

■保守・修理
＋5.2％

■部品・その他
＋2.6％

前年同期⽐
（2021年度上期 vs 2022年度上期）

前年同期⽐
（2021年度上期 vs 2022年度上期）

（単位:百万円）

- 設備稼働維持のための定期点検が
計画通り⾏われ、アフタービジネ
ス全分野で増収

- 全体では前年同期⽐4.7％増

Copyright(c) DKK-TOA CORPORATION

アフタービジネス売上高
（保守・補用品）



2022年度通期業績予想

32

2021年度
実績

2022年度
計画

前期⽐増減
⾦額 率

売 上 高 16,424 17,300 875 +5.3％

営 業 利 益 1,909 1,740 △169 △8.9％
売上高⽐ 11.6％ 10.1％

経 常 利 益 1,968 1,800 △168 △8.6％
売上高⽐ 12.0％ 10.4％

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 1,347 1,240 △107   △7.9％

売上高⽐ 8.2％ 7.2％

■売上高︓部材調達難の影響に不透明感があるものの増収を計画
（国内）設備投資は回復基調が続くと想定し、主⼒製品の拡販および

営業とサービスの緊密な連携によるアフタービジネスを強化
（海外）各国の経済回復が進み、アジア地域での環境保全関連及び半導体

工場等での需要は引き続き堅調と想定し拡販
■利 益︓経費増加により減益予想

（単位:百万円）
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1,834 1,852 1,909
1,740

601 619 640
360

2019 2020 2021 2022

営業利益
通期 上期

16,349 15,988 16,424
17,300

7,482 7,085 7,434 7,154

2019 2020 2021 2022

売上高
通期 上期

売上高・営業利益の進捗

33

（単位:百万円）

41.4%45.8% 45.3%

33.5%32.8%

20.7%

売上高 営業利益

44.3%

33.4%
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最後に︓経営理念実現に向けて

34

営業部門

開発部門 生産部門

『誠実・創造・挑戦』をモットーに地球環境保全と
豊かで人にやさしい社会環境の実現に貢献します。

経営
理念

アフター
サービス
部門



１．本資料は当社をご理解いただくために作成したものであり、当社への投資勧誘を目的としたものでは
ありません。

２．本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や保証を
与えるものではありません。

３．将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識された
上でご利用ください。

４．業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成しておりますが、
当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。

５．本資料は、投資家の皆さまがいかなる目的にご利用される場合においても、皆さまご自身のご判断と
責任においてご利用されることを前提にご提⽰させていただくものであり、当社はいかなる場合に
おいてもその責任は負いません。

＜お問い合わせ＞
東亜ディーケーケー株式会社

経営戦略部 経営企画課
メール︓ir@toadkk.co.jp

目次

ご清聴ありがとうございました。

Copyright(c) DKK-TOA CORPORATION 35


